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― 29 ― 
なので、出かけた機会に様々なところを回ろうという企画者の熱意が、そうさせるのだろう。
































































― 31 ― 
朝鮮通信使とは、朝鮮王朝が日本に送った外交使節団のことであり、江戸時代の約 200 年間
に計 12 回派遣されている。その規模は、正使を筆頭に総勢約 500 人にも上る大使節団であり、
それに対馬藩士数百名も随行したと言うのだから、沿道の人々にとってはたいへん物珍しい行
列だったに違いない。しかも、一行は幕府が招待した国賓だったので、その扱いは丁重を極め






























































































































































私も大学の教員となり、そしてこの 3 月に 32 年間の教員生活を終えて定年退職した。その所
為なのか、芙美子が描くような師弟関係に深い郷愁を感ずるのである。壺井栄が「二十四の瞳」
― 36 ― 

































































― 38 ― 
































― 39 ― 
れを町おこしの柱の一つにしているようなのだが、映画の黄金期であった昭和 30 年代には市内
































































― 41 ― 
いではなかった。 
この『坂の上の雲』は、1968 年から 1972 年にかけて『産経新聞』夕刊紙上でに連載された
作品である。連載が開始された 1968 年は、政府主催の「明治 100 年記念式典」が大々的に挙行
された年でもある。特段の繋がりは無いのであろうが、何やら因縁めいたものを感じないでも





























































― 43 ― 
を側に置く君が駄目な場合もあるからである。先のような事情もあって『坂の上の雲』は死後































― 44 ― 
蔽され否認され続ける限り、逆に「永続敗戦」状態は今後も続いて行くに違いなかろう。 

































































































― 47 ― 
棒のように真っ直ぐで変わらぬものを発見し、見つめ続けようとする姿勢が、ますます大事に
なっているのではあるまいか。生きる構えに「貫く」ものが無くては、自分の人生に自分なり
の決着を付けることさえ難しかろう。古希を迎えた私の心中にも、「棒の如き」に変わらぬもの
は依然としてある。これからは、それを大事にして最期まで生きていくことになるのだろう。 
